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「生活行為動作の獲得と運動機能が改善した事例」 

 対象者：70代女性、要支援２、利用期間 40日間 

経 緯：病院より相談。令和 7年 1月までは一人暮らしをしていたが、1月中旬に右半身

麻痺が出現し救急搬送・入院。血圧コントロール等で症状は安定。入院前はゴミ

の分別・ゴミ出し、調理や食品保存などが可能だったが、退院後のそれらを含む

生活行為の評価と、在宅生活に必要な動作獲得の希望あり。 

 

 

目標 

・筋力の維持・向上を図ること 

・献立を考え、必要な食材を購入できること 

・購入した食材を消費期限内に消費できること 

・洗濯機の操作ができること 

・洗濯物を干すことができること 

利用中の取組 

・毎日体操に参加し、運動の機会を確保 

・自宅での調理を想定し、献立を考え必要な食材を購入する練習 

・定期的に本人と冷蔵庫内の食材の消費期限の確認をする 

・調理後や日常の清掃でゴミの分別練習を行う 

・入浴後に毎回、洗濯機操作から洗濯物を干すまでの一連の動作を後方から見守りな

がら実施する。同時に立位バランス練習など洗濯の一連の動作で必要な練習を行う 

結果 

・歩行は付き添いが必要だったが、屋内は自立歩行、階段や屋外は見守りでの歩行まで

可能となった 

・調理手順や食品の保存方法、食材管理に戸惑いがあったが、繰り返しの練習により自

立して行えるようになった。また、ゴミの分別も適切に行えるようになる 

・買い物は宅配注文ができるが、小銭での支払いに戸惑いがあるため、自宅では紙幣の

み使用し、家族に定期的なサポートを依頼 

・洗濯に必要な一連の動作が自立して可能になった 

退所後の様子 

・毎日朝夕に 20分、杖を使用して屋外を散歩する習慣ができる 

・食品の保存や期限管理もセンターで学んだ方法で継続できている 

・買い物は必要な分だけ購入し、支払いもできている 

・ゴミの分別やゴミ出しも問題なくできている 

・洗濯に必要な一連の動作もできている 

・今後は通所サービスを利用していく予定 


